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美中だより  
 

笑顔 

秋の乾いた風がさわやかに感じられます。「食欲」「実り」「読書」「文化」など、「◯

◯の秋」の「◯◯」に当てはまる言葉はたくさんあります。今回の学校だよりでは「スポー

ツの秋」と「芸術の秋」の二つをテーマにしてみたいと思います。 

  まず、スポーツの秋は１０月６～８日に開催された海草地方ソフトテニス新人大会です。

荒天のため、予備日を含めた３日間での開催となりました。結果は次の通りです。個人戦男

子２位（上中、折口組）、同３位（古岩、上野山組）、個人戦女子３位（油谷、折口組）、

団体戦男子・女子とも３位。いずれも１１月４日と１０日にかわべ町テニスコートで開かれ

る県大会に出場します。普段の熱心な練習が実りました。新チームは練習中の声もよく出て

いて、県大会での活躍が期待されます。 

 次に、芸術の秋・前編です。１０月１１日、文化芸術による子供の育成授業として、今年

は演芸公演を楽しみました。公演の初めに、学校代表の３人の生徒による講談が披露されま

した。３人とも芸名を名乗り、紋付きに袴まで着せてもらって高座に登場しました。それぞ

れの演目は「一休さん」（演者は木野太陽君こと、満福亭太陽）、「三献茶」（松本拳志

郎君こと、松福亭拳志飯）、「春宵一刻値千金」（柳生悠斗君こと、秋風亭悠之助）と、

なかなか本格的です。 

 生徒公演の後は、プロの芸人さんたちによる本格的な講談や落語、太神楽曲芸でした。中

でも、神田紫先生―落語家を呼ぶときは「◯◯師匠」、講談師の場合は「◯◯先生」と言

うのだそうです―の講談「井伊直人の出世物語」は、さすがトリだけに圧巻で、語りを聞

くだけで場面が目の前にありありと浮かんできます。生徒による一生懸命の講談とプロの見

事な芸を堪能したひとときでした。 

 最後に、芸術の秋・後編は、本校の大きなイベントの一つ「美中フェスティバル」につい

てです。美中フェスティバルは、学年劇、意見発表会、全校合唱の３部で構成されています。

１年生の劇「謎の大捜査線」は、とても元気で、普段の１年生そのままの姿で持ち味を生か

しながら演じていました。あちこちに笑わせてくれるところがあり、道具にも凝っていまし

た。しかし、ただ面白いだけではなく、最後はマスメディアへの風刺もあり、感心させられ

ました。２年生は「走れメロス！」。ご存じの太宰治の名作のアレンジ版です。いかにも演

劇らしく、さすが２年生と思わせられます。音楽や演出にも工夫していました。真面目なだ

けでなく愉快なところもちりばめられ、大いに楽しませてもらいました。最後は役者揃いの

３年生です。タイトルは「アラジンと魔法のランプ」。劇中では、家でも練習したというお

得意のダンスも披露してくれました。魔法のランプに願った「みんな笑顔になれますように」

という３つめの願いは、今年の美中フェスティバルのテーマ「笑顔」に迫るものでした。  

 第２部の意見発表会では、各学年の代表が登壇しました。１年生の九十九さんは、家族愛

に触れ、相手を理解し、相手の気持ちを想像することが相手を思いやることにつながるとい

うことを発表しました。２年生の木野君は、人権問題について考えることを通して、問題を

他人事にせず「自分ごと」にすることを提起しました。３年生の坂本さんは将来の夢につい

て語ってくれました。発表の中で、「人の役に立てるような」仕事に就きたいと語り、その

ために今しなければならないことに向き合っていく姿勢に、私は感動しました。 

  第３部は全校合唱です。校歌、「大切なもの」、そして「絆」の３曲を合唱しました。初

めは平板だった曲も、練習を重ね構成や盛り上がりを意識することで、歌の気持ちが聞く人

に伝わるようになりました。指揮者や伴奏者も安定していて、安心して任せることができま

した。 

 「笑顔」をテーマにした今年の美中フェスティバルでしたが、劇で自分の役を演じきった

笑顔、意見発表の後、演壇を降りてきたときのほっとした笑顔、お客様に感動してもらえる

合唱を歌い上げた笑顔の花が体育館中に咲いた秋の一日でした。お客様からのアンケートに

はお褒めの言葉があふれていました。 

  生徒と先生の頑張りを、おうちの人や地域の方に見ていただくことができ、成功裏に終

わった美中フェスティバル。来年もご期待下さい。     学校長  嶌村 敏樹  
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(2) 

講談を行う３人はそれぞれ芸名を考え「めくり」につけてもらいました。本番前に着付け

をしてもらい、３人ともしっかり練習をし、素晴らしい出来の講談をしてくれました。日本

講談協会の方は講談、落語、太神楽曲芸、舞いを披露してくださり、生で観る迫力に圧倒さ

れました。心から楽しませていただきました。協会の方から、「３人ともすばらしかったで

す。自分で上手に演出できており、とても素敵な表現者でした。」とお褒めの言葉をいただ

きました。また、３人には手ぬぐいを学校には出演者のサイン入り扇子をいただきました。 

 

 

和歌山県教育委員会では、県民の皆さま一人ひとりに「学び」や「教育」
の大切さを考えていくために、１１月を「きのくに学び月間」としています。
本校では、１０月２６日の美中フェスティバルの日と、１１月１日から１１月
３０日までを学校開放期間とし、授業や行事等、さまざまな取組を公開してい
ます。本年度も、多くの保護者や地域の方々に学校へお越しいただき、学校や
子どもへの関心を高めていただくとともに、ご協力をお願いします。 

 

  

 

卓球部は県大会に出場することができませんでしたが、最後まであきらめず戦

い抜きました。  

 

生徒感想より  

・初めて講談をしてみたら、落語とは違う魅力を感じました。高座にのぼってみたら、もの

すごく緊張してミスしてしまいました。張り扇をいざたたいてみると全然音が出なくて…。

やはり、プロの講談では目を閉じていても背景等が分かり、素晴らしいと思いました。  

・講談では、本編に入る前の話が面白かったし、本編に入ったときに急に雰囲気が変わって

驚きました。講談を見せてくれたお二人とも声色の使い分けがとても上手で、馬の話は本当

に武将が石段を登っていくのを見ているような気分になり、剣術の話では、二人が手合わせ

をしているときの臨場感などが伝わってきました。曲芸では、「そんなことできるの」と思っ

た技を次々に繰り広げていて、開いた口がふさがらないというのはこういうことなんだなと

実感しました。  

・太陽も悠斗も拳志郎も前の時と全然違って、特に太陽は本当に講談を前からしてるような

感じで、とても上手でびっくりしました。でも、その後に、プロの人の講談を聞くと三人と

は全然比べ物にならないくらいすごかったです。  
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(4) 

１日(木)  きのくに学びの日 開放月間 

     避難訓練  

２日(金) 教育実習開始 

３日(土) 文化の日 町文化祭～５日 

     日本ＰＴＡ近畿ブロック研究大会和歌山大会  

４日(日) 英検２次（３年生） 

     中体連県新人大会（団体戦） 

５日(月) 思春期体験（２・３年生） 

６日(火) ３年到達度テスト 

８日(木) スクールカウンセラー来校 

１０日(土) 中体連県新人大会（個人戦）   

１１日(日)  中体連県新人大会（予備日） 

１２日(月) 『家読ノート』提出 

１３日(火) 薬物乱用防止啓発事業⑥限  

１４日(水) 駅伝試走（紀三井寺競技場）  

男子ソフトテニス部  

 団体戦 ３位 上野山・岡本・木野・古岩・岩本・上中・大髙・折口→県大会出場  

個人戦 ２位 上中・折口組    →県大会出場  

３位 古岩・上野山組  →県大会出場  

女子ソフトテニス部  

 団体戦 ３位 松尾・油谷・東・岡・折口・坂・九十九→県大会出場  

個人戦 ３位 油谷・折口組    →県大会出場  

 

上記のメンバーは下記の大会に出場します。  

11／4 （日）県新人大会 団体戦  

11／10（土）県新人大会 個人戦  

      （かわべ町テニス公園）  

 12／8（土）県インドア大会 個人戦（女子の部）  

 12／9（日）県インドア大会 個人戦（男子の部）  

（県立橋本体育館）  

        

(3) 

１５日(木) ⑥限「進路説明会」 

交通街頭指導 

１７日(土) 大成校舎体験 

１９日(月) 生徒会役員改選 

２０日(火) スクールカウンセラー来校 

２２日(木) 駅伝打ち合わせ 教育実習期間終了  

２３日(金) 郡駅伝大会(紀三井寺競技場)勤労感謝の日  

２７日(火) 期末テスト発表 

３年家庭科保育所訪問(3 年弁当用意) 

第２回和附特交流学習 

下校安全パトロール 

２９日(木) 町民生児童委員による学校訪問 

３０日(金) ⑤限共育ｺﾐｭﾆﾃｨ先輩に学ぶ会⑤限 

    

※放課後補習日…28 日～30 日、12 月３日   

美中フェスティバルも終わり、生徒のみなさんは少しゆっくりとした時間を持てて

いると思います。『家読のススメ No．4』は読んでいただきましたか？家読は順調に

すすんでいますか？まだ、読み始めていないという人は、どういうことかな？今度の

土日を上手く読書に使って下さい。  

家読のスタートは『毎日の１５分間を家庭で子どもと一緒に読書をしましょう。』

の掛け声から始まりました。テレビのスイッチを切って、スマホの着信音も消して、

温かいココアを横に家族が集まって読書タイムなどいかがですか？  

家読ノートは「本との出会いファイルに綴じて１２日に提出してください。  

 

人権学習発表者 
１年生：九十九ばにら『人権学習から学んだこと』 
２年生：木野太陽『かけがえのない人権』 
３年生：坂本凛『将来の夢』 

 
 

 

生徒達は『笑顔』いっぱいの発表を行
いました。３７名の保護者・地域の方が
来校下さり、多くの方の感想をいただき
ました。ありがとうございました。 

保護者感想より  

【学年劇】・少人数の学校でも大きな学校に負けない素晴らしい劇を見せていただきありがとうござ

いました。子供の意外な一面も見ることができて良い機会になりました。先生も登場してくださって

楽しく見せていただきました。・３学年とも見ていて面白くて、こちらが笑顔になる劇でした。テー

マの笑顔が意識された事が組み込まれていて良かったです。中学生になったら、恥ずかしい感情も出

て声も小さくなるのかなと思っていましたが声も大きくて聞き取りやすかったです。  

【意見発表会】・中学生になると、こんなにもしっかり話せてすごいなと思いました。２年３年の人

の発表、原稿を見ずに前を向いて話していることが印象に残りました。・幅広い意見を聞けてよかっ

たです。大人とは違う観点からなので、とても新鮮に感じました。  

【全校合唱】・みんなとても声が出ていて良い合唱でした。男女のハーモニーも良かったです。・子供

たちの歌声で癒されました。また、明日から頑張れます。  

６日は団体戦でした。雨は上がるという予報の中、時間を遅らせ始めましたが、結局中断し

８日に延期になりました。７日の個人戦、８日の団体戦の続きはいい天気の下で実施し、どの

ペアも力いっぱい戦い、県大会に出場できなかったメンバーも含めいい試合を行いました。保

護者や先輩等もたくさん応援にきてくれ生徒の力になりました。ありがとうございました。  

美中フェスティバルも終わり、ようやく練習もできるようになり、県大会でも力を出し切れ

るよう日々の練習を頑張っています。  

曲名     伴奏者   指揮者 
校歌    中前里菜    
大切なもの 林 香里  中家万智 
絆     東芝菖   谷口亜裕美 

個人戦の開会式で選手宣誓を行う  

男子キャプテン 上野山雄斗君  

女子キャプテン 松尾風香さん  

 


